
                                           

令和 8 年 4 月 18 日 

 

  武南高等学校進路通信 第２号 
                                      進路指導部 

 

特に３年生は入試に向けて本格的に始動する学年となりました。「自分に関係ある入試は○○だけ・・・」

という考えではなくあらゆる可能性を考えておくことが大切です。各大学のホームページなど逐一参照し、

最新の大学入試情報（２０２７年度入試・令和９年度入試）を具体的に得ておくことが必須です。大学

受験を種類別に概要や流れの確認をお願いいたします。この１年間の主な流れをイメージしておくこと

が必要となります。いずれにせよ１学期は基礎学力強化に重点をおくことがとても大切です。１、２年

生においては入試の基本的なしくみや３年次の流れをよく把握しておきましょう。 

① 一般選抜の主な流れ 

国公立大               私立大  

 

９月        各大学が２０２７年度入試要項の正式発表（ＨＰなど） 

共通テスト出願（Web 出願の予定） 

    一般選抜出願に向けた生徒・保護者説明会 

１１月               受験スケジュール作成 

１ ２月          「募集要項・願書」を個人で請求・入手  

       「調査書」の申し込み（武南高校事務室にて）→事前に指示があります 

 

                                                            出願開始 

                         共通テスト利用出願は基本的に共通テスト前 

１月             大学入学共通テスト（１／１６．１７） 

      自己採点をもとに国公立出願検討                     

          出願開始（１月２５日～２月３日）        個別入試開始（２月～） 

２月    ※共通テスト（１次）＋個別試験（２次）で 

        合否が決まります。                    合格発表 （試験の１～２週間程度後） 

 個別試験（前期）（２／２５～）              ※合格発表・入学手続き・延納手続きの 

                                          日程も大学によって異なるので、事前 

３月      前期合格発表（３／６～）                 に十分な確認が必要です。 

 個別試験（後期）（３／１２～） 

         後期合格発表（３／２０～） 

注意 

☆国公立出願は共通テスト後です。得点率によってどこに出願するか事前にシミュレーションしておき

ましょう。自分の「やりたいこと」が実現できる大学を全国区で調べておきましょう。 

☆併願大学のスケジュールを調べ、計画的に出願校を決めましょう。願書は各自で取り寄せます。 

☆赤本は夏以降（２学期以降）に本格的に取り組みます。１学期は「基礎固め」「科目を絞らない」こと! 



                                           

② 年内入試の流れ（事前に申込み書などの書類を武南高校に提出する必要があり。） 

☆総合型選抜（学校長推薦を除く、スポーツ推薦や自己推薦なども含む ） 

６月～      各大学が２０２７年度入試要項を発表（大学ＨＰなど） 

 

          エントリー・出願前に「総合型選抜受験申込書」を本校に提出 

９月上旬    出願開始（９月１日以降）大学によって様々   その後,試験・選考 

 

１１月        合格発表（１１月１日以降）   

                       

注意 

☆総合型選抜の「エントリー」や「出願」をする際は、事前に（エントリー・出願の１週間前頃までに）

「総合型選抜受験申込書」を担任へ提出してください。 

 

☆「専願制入試」なのか「併願制入試」なのかの確認が必要です。 

専願制入試・・・「合格したら必ず入学する」という意味です。したがって、複数の大学で専願入試を 

同時期に出願することはできません。正式な募集要項で確認が必要です。 

 

☆「この大学で〇〇の研究がしたい」「いままで活動してきた〇〇を活かして〇〇を研究したい」 

  など「具体的かつ明確なモチベーション」がないと、合格にはつながりません。 

 

☆学校推薦型選抜「公募推薦」 

６月～    各大学が２０２７年度入試要項を発表（大学ＨＰなど） 

  

９～１０月  エントリー・出願前に「公募推薦受験申込書」「公募推薦チェックシート」を本校に提出  

   

１１月    出願開始（１１月１日以降）大学によって様々 その後、試験・選考 

 

１２月    合格発表（１２月１日以降）  

注意 

☆公募推薦の出願をする際は、事前に（出願する１週間ほど前までに）担任に 

「公募推薦受験申込書」「公募推薦チェックシート」を提出してください。 

その後、本校より出願許可され次第、出願ができます。 

☆基本的に「専願制入試」です。第１希望が前提となります。 

☆指定校推薦と異なり全国共通の出願枠・出願基準。国公立は校内で人数枠があることがあります。 

☆国公立の公募推薦などで、共通テストの得点も含めて合否が出されるケースもあります。 



                                           

☆学校推薦型選抜「指定校推薦」 

 

６月～８月 指定校推薦の大学の一覧・出願条件が公表されます。 

         

     ☆希望先の推薦規定（評定、その他条件）および武南高校内の推薦規定を確認してください。 

                                   

９月     指定校推薦（１次）校内エントリー締め切り（９月上旬） 

→「指定校推薦申込書（志望理由を書いたもの）」「指定校推薦基準チェックシート」   

を担任に提出 

校内選考（９月中旬）             共通テスト一括出願 

        内定者に願書配付（９月下旬） 

        

             指定校推薦（２次）校内エントリー締め切り（９月下旬） 

校内選考（９月下旬） 

        内定者に願書配付（１０月上旬） 

       その後、３次（１０月上旬） 

 

１１月   出願開始（１１月１日以降） その後、試験、選考 

 １２月   合格発表（１２月１日以降） 

 

１月   共通テストの受験（推薦規定参照） 

       各大学が課す課題への取り組み・その他入学に向けた準備 

       →入学後の学力維持と向上に向けて 

 

注意 

☆校内エントリーの際、期日までに「指定校推薦申込書（志望理由を含む）」「指定校推薦基準チェッ

クシート」を担任に提出してください。期日は後日連絡します。 

 

☆指定校推薦は専願入試なので合格したら必ず入学することが条件です。 

 

 ☆校内内定がとれれば、ある程度保証された状態で受験できるメリットの反面、枠や条件 

に影響される入試です。昨年と同様の大学から同じ条件でくる保証はありません。 

→確たる志望校が決まっていないのに「指定校ねらい」は危険です！ 

 

 ☆校内選考では、評定だけでなく、学校生活の状況、３年１学期の模試（河合共テ模試×２、ベネッ

セ共テ模試、ベネッセ記述模試）や、３年次の実力考査、志望理由の具体性などを「総合的に」考

慮し、選考していきます。 



                                           

☆年内入試（総合型や推薦型）を複数受験する際の注意 

※年内入試は、小論文・プレゼンテーション・面接・学科試験など、その大学独自の準備や 

練習にとても大きな時間と労力を要します。やみくもに複数受験することはおすすめでき 

ません。 

※複数受験する際、「専願制入試」などのルールがありますので、十分な確認が必要です。 

 以下に、例を載せますので参考にしてください。 

 

例 

専願入試を並行して複数受験することはできません。 

下記の日程はあくまで例です。 

 

例１：A大学公募推薦（専願） 11/ 4  出願締め切り    11/10 試験   12/1 発表 

   B 大学総合型（専願）  11/11  出願締め切り    11/20 試験   12/1 発表 

    

   →A 大学の試験を受けたら、B大学の受験はできません。 

 

例２：C大学指定校（専願）  9/14 校内申し込み 9/27 校内選考結果発表  11/1 出願 

    D 大学総合型（専願）  9/7  出願       9/15  試験           11/1 発表 

 

     →C 大学の校内申し込みをした時点で D大学の受験はできません。 

 

 

例３：E大学指定校（専願）  9/14 校内申し込み   9/27 校内選考結果発表  11/1 出願 

   F 大学総合型（専願）  9/13 出願       9/28  試験           11/1 発表 

 

  →E大学の校内選考で否となった場合のみ F大学の試験を受けられます。 

   したがって、もし E大学の校内選考で合となった場合、F大学の試験を「欠席」せざるを得 

ません。 

     ただし、専願入試での当日欠席は、入試の性質上できるだけ避けるよう出願スケジュール

を考えてください。 

 

☆面接・小論文指導について 

試験で面接や小論文などが必要な場合、３年次「面接・小論文指導申込書」を提出すると、

個別で担当の教員が割り振られ、面接や小論文の具体的な指導が行われます。この申込書に、

入試の形態、そして過去どのような問題が出されているかを具体的に書いてもらいます。過

去問は各大学のＨＰに記載のある場合もありますが、進路指導室に先輩が残してくれた受験

体験がファイルされています。 

 


